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２．１ システム・合理化の概要 

このシステムは以下の示すように最新のＣＡＤ・ＣＡＭシステムから始まり、柱やはりなどの構造

材と壁・床・間仕切りパネルを各専用ラインで生産する。また、両者を一体化する当社独自の壁面ユ

ニットシステムを中心とし、現場施工の合理化も考えたトータルシステムである。 

（１）ＣＡＤシステム 

軸組ＣＡＤ、パネルＣＡＤを同時に運用できる最新のシステムにより、構造伏図、パネル配置図、 

部材加工図を作成。様々な視点から検討後、プレカットシステムやパネル生産システムへＣＡＭデー

タとして送り込む。 

（２）プレカットシステム 

プレカット加工機は、特殊形状（登りばり・斜めばり等）加工部材を高精度で加工するための特殊

加工機や接合金物加工を組み込み、効率的に管理を行える生産ラインである。このような多品種少量

生産ラインにより、ビルダー及び施主の希望に対応した住宅部材を低コストで提供する。 

（３）パネル生産システム 

パネルは、床・壁の９１０ｍｍ・１０００ｍｍを単位にそれぞれの住まいに合った開口部などの必

要な形状を必要な枚数だけ専用ラインで効率的に生産することで工場加工率を高め現場加工の減少

を図った。 

在来軸組工法が持っている素晴らしさをそのまま受け継ぎ、さらに耐震性能・耐雪性能・断熱性能

や 気密性能、耐久・耐火・防音性能などを飛躍的に向上させた。Ｐ／Ｗ工法はまさにこのような高

性能・ 快適木造住宅提供の効率的なトータルシステムを実現したものである。また、あらゆる施主

・ビルダー の思考・好みに合ったシステムをプランニングし、提供できる合理化システムである。 

 

Ｐ/Ｗ工法 

第１章  システムの基本的な考え方

第２章  システムの概要 

システムの名称： 

認定番号 ウッドリンク㈱合理化Ｓ１１０４－１５

（４）壁ユニットシステム 

当システムは、従来のパネル化工法とは異なって、軸組材の柱やはりとパネルを一体化し、壁面ユ

ニットとして工場で組み立て、現場搬入する独自のシステムである。これによって施工現場での廃材

処理や不足材の調達など現場管理費の低コスト化、現場での工期短縮化が見込まれ、工場生産比率拡

大による品質管理・工程管理・安全管理を効率的かつ効果的に行なうことができる。 

図２－１－１ 床断熱・床合板         図２－１－２ 断熱壁パネル 
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第４章  維持管理について 

第３章  供給体制について 

当システムは、「ウッドリンク株式会社とその工場」及び「当システムの加盟店」、さらに「施主」よ 

り成り立っており、本部であるウッドリンク株式会社とシステム加盟店はＦＣ制により結ばれている。 

加盟店は、住宅保証機構(株)登録店として自覚を持ち、住宅瑕疵担保責任保険の活用及び定期的な保

全計画・ 点検等個々の維持管理システムに基づき長期的な住まいの維持管理を行う。 

図４－１ 維持管理体制 

この工法の供給範囲は構造躯体構成部材で、軸組材、軸組補強部材（金物など）、床・壁・屋根パネル 

を施主、ビルダーの要望する平面計画・構造体プランに合わせてセットで供給する。これらは、施工順 序

や配送コストを考慮したデリバリーを行ない、工場より現場へ直送する。また、加盟店に対して工法 開

発・施工研修・販促支援のサービスも実施する。 

※第４章にある図４－１の「保証及び維持管理体制」に合わせて表記する。 

２．２ 工法の概要 

「Ｐ／Ｗ工法」は、次のような独自の工法が基本となっており、その結果として住宅性能を大幅に向上

させている。 

（１）パネル・軸組併用構造による耐震・耐雪強度の向上 

柱・はりを含めた壁全体を一体化している。また、組立接合方法も、高精度の仕口（プレカット）組立

をした後に補強として耐震金物などを多用している。壁面だけでなく２階床面に厚物構造用合板を使用す

ることで耐震・耐雪強度が向上している。仕口部分に接合金物を使用することで更なる加工工程・現場施

工の合理化を図っている。 

（２）断熱材充填パネルによる断熱性・気密性の向上 

住宅の断熱材として一般に使用されているグラスウールは、湿気に弱いこと、施工のバラツキがあるな

どの欠点があるため、当工法では「フェノールフォーム」を充填したパネルを使用していることで施工不

良・経年変化などの施主の不安感を払拭している。このような施工により住宅全体を断熱材で包み込み、

断熱性能・気密性能を大幅に向上させている。 

（３）通気工法による耐久性向上 

住宅耐久性のために様々な方法を採用しているが、主要なものとして外壁と内壁の間に「エアホール胴

縁」を用いた通気層や小屋裏に「換気スリット」を設け、室内の湿気を建物の外へ排出する通気工法を採

用している。この工法によって壁体内部の結露を防いで住宅の構造材の腐朽、シロアリの発生を防止する

ほか、夏季には密閉した小屋裏や壁に起こる温室効果も防止できる。 

（４）独自の工夫と材料使用による快適性・安全性の向上 

当システムでは、住宅金融支援機構の高耐久仕様に準じた部材および寸法を使用し、軒先の深さ、石膏

ボードなどの防火材料の有効利用、ペアガラスの採用、気密性の高いパネル等を使用することにより、快

適性・防火性・遮音性、さらにはエネルギー効率などを著しく向上させている。  

住宅保証機構(株)登録店
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２．１ システムの概要 

① JAS 規格の構造用集成材を構造躯体に使用することにより無垢材と比較してより高い強度と

安定性を確保する。 

② 断面欠損が大きくなるような梁の接合部分に、信頼性のある性能評価を受けたメタルジョイン

トを使用し強化接合することにより、木材の切り欠き量を必要最低限に止めて強度を確保し、ま

た接合強度も確保する。 

③ (公財)日本住宅・木材技術センターのAQ認定工場にて精密なプレカットを施し、構造材の安定

した品質を確保する。 

④ 住宅保証機構(株)の瑕疵担保責任保険を活用し、保全計画書の定めに基づいた築後35年までの

保守点検サポート体制を整備する。 

NEO-BASIC Fb 工法は、木造住宅の構造躯体変形によるクレームを排除し、顧客満足度を上げる

ために構造躯体を集成材化している。集成材に断面欠損が生じる部分についてはメタルジョンイト

(金物接合)を採用し、構造躯体の耐久性向上を図っている。 

また、構造材、端柄材、床・野地合板、壁・間仕切パネルは、AQ 認証プレカット工場で生産す

るため、現場での生産性向上を図るとともに、工期短縮と高性能・高品質住宅の安定供給を可能と

している。  

ＮＥＯ－ＢＡＳＩＣ Ｆｂ工法 

第１章  システムの基本的な考え方

第２章  システムの概要 

システムの名称： 

認定番号 原田木材㈱合理化Ｓ１１０４－１８

２．２ 構造パース及び標準仕様 
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第４章  維持管理について 

第３章  供給体制について 

４．１ 保険  

住宅保証機構株式会社の瑕疵担保責任保険を活用する。  

 

４．２ 維持管理 

    １年目、２年目、５年目、以降５年毎に３５年間定期検査を行う。  

２．３ メタルジョイント 

NEO-BASIC Fb 工法では、構造材同士を金物で接合するメタルジョイント工法を採用 
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２．１ ＮＥＯ－ＢＡＳＩＣ Ⅳの概要 

（１）主要構造材はＡＱ認証プレカット工場で加工された集成材を使用し、生産及び施工の合理

化を図っている。 

（２）木材に断面欠損が生じる部分については、金物接合を行い、壁・間仕切りパネルを導入す

る。そのため、品質にバラツキのない工場生産化率の高い短工期・高生産性タイプの住宅を

安定供給できるシステムとする。 

（３）部材については、基本的にＡＱプレカット部材と工場生産された羽柄材または壁・間仕切

りパネルを利用し、サイズ・仕口を統一することにより、省力化を図るために、標準的な建

物で、上棟後の造作大工の人工数は、1.2人工／坪以下を目標とする。 

（４）現場における生産性を向上させるために、加工・生産・建方・仕上げまでをマニュアル化

した工程管理により、コスト削減と工期短縮を図るシステムとする。 

（５）住宅性能診断士ホームズ君「構造ＥＸ」Ｖｅｒ３．５（認定番号P04-02）を用いた構造設

計による安全確認を行う。 

（６）ＮＥＯ－ＢＡＳＩＣ Ⅳ 構造躯体概要図 

ＮＥＯ－ＢＡＳＩＣ Ⅳは、木造住宅の構造躯体変形によるクレームを排除し、顧客満足度を上

げるために構造躯体を集成材化している。集成材に断面欠損が生じる部分については金物接合を採

用し、構造躯体の耐久性向上を図っている。 

また、構造材・床・壁・間仕切パネルはＡＱ認証プレカット工場で生産するため、現場での生産

性向上を図るとともに、工期短縮と高性能・高品質住宅の安定供給を可能としている。 

ＮＥＯ－ＢＡＳＩＣ Ⅳ工法 

第１章  システムの基本的な考え方

第２章  システムの概要 

システムの名称： 

認定番号 原田木材㈱合理化Ｌ１４０４－０１

長期優良住宅の水準 
①構造躯体の劣化対策   ⇒ 品確法等級３相当 

②耐震性    ⇒   〃 等級２ 

③維持管理・更新の容易性  ⇒   〃 等級３ 

④省エネルギー性能（区分Ⅳ）  ⇒   〃 等級４ 

⑤３５年以上の保守計画や修繕計画 

構造躯体の樹種及び寸法 

部材（部位）名 樹種名  構造用集成材又はＫＤ材 寸法 

土台 オウシュウアカマツ 105×105・120×120

大引根太 オウシュウアカマツ、杉 105×105 

柱

大

壁

通し柱 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ、ﾀﾞﾌﾘｶｶﾗﾏﾂ、杉、米松 120×120 

管柱 オウシュウアカマツ、ＳＰＦ 105×105・120×120

真

壁

通し柱 檜、杉 120×120 

管柱 檜、杉 105×105・120×120

桁･梁（胴差） オウシュウアカマツ 105×150～420 

母屋・棟木・隅谷木 杉、米松、オウシュウアカマツ、ＳＰＦ 105×105～180 

小屋束 杉、米松、オウシュウアカマツ 105×105 

耐力壁面材 構造用合板、ＭＤＦ、石膏ボード 9mm 厚 

床 構造用合板 24mm・28mm 厚 

※土台、大引、1 階柱等の部材には上記の樹種による「ランベックス防

腐・防蟻処理構 造用集成材-2（2 種-AZN）（認証番号 AQ-030-C2-3）」
を使用する。 
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第４章  維持管理について 

第３章  供給体制について 
（１）営業・設計・施工は、住宅保証

機構㈱に登録しているハウスメ

ーカー・ビルダー・工務店によっ

て行う。 

（２）登録業者は、施工マニュアルや

工事別チェックシートをもとに

して、施工の均一化を図る。 

（１）住宅保証機構㈱の住宅瑕疵担保責任保険制度を活用する。 

（２）維持管理は、１年目、２年目、５年目、以降５年毎に３５年間定期検査を行う。 

２．２ ＮＥＯ－ＢＡＳＩＣ Ⅳ 施工フロー図 

①NEO-BASICⅣ

技術指導
④仕様チェック
チェック合格後、

木材販売契約

⑥構造材・端柄材を

プレカット工場に搬入

及び加工依頼 

⑦加工・品質検査

⑧構造材・端柄材

加工済材の引渡し

⑨構造材・端柄材

加工済材、その他
の材（建材）

原田木材（株）
協同組合熊本ランベックス

（プレカット工場）

原田木材（株）
福岡事業部

原田木材（株）
関東工場

ランベックス西神戸

加 盟 店

施  主

②住宅の設計

⑤住宅瑕疵担保責任保険申込

⑬アフター
メンテナンス

⑪住宅瑕疵担保責任 
保険証券発行 

⑫住宅瑕疵
担保責任保

険付保証明
書を渡す

③営業契約

⑩現場搬入

により施工
後、加盟店

住宅保証機構（株）
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２.１ 基礎 

① 基礎は布基礎とする。 

② 土台：防蟻処理材／構造用集成材オウシュウアカマツ105㎜×105㎜を用いる。 

③ 床下換気は基礎パッキンを使用する。 

２.２ 基本構造 

主要構造 

① 柱 材：ホワイトウッド・カラマツ・ベイマツ（構造用集成材） 

② 横架材：オウシュウアカマツ（構造用集成材） 

③ 耐力壁：耐力面材（ダイライト・構造用合板）及び筋かい 

④ 床構造：根太レス構法とし、構造用合板(24㎜)張り 

２.３ 構造計画 

① 平面モジュール：１Ｐ＝９１０㎜ 

② 構造ユニット：最大ユニットは４Ｐ×５Ｐの矩形。 

③ 耐力壁：耐力壁長さは１Ｐ以上、外周壁は面材耐力壁、外周内側壁は面材及び筋かいとす

る。内壁は面材及び筋かいを用いた耐力壁とする。 

「HERBAR HOUSE 長期優良システム」は長期優良住宅法の認定基準に準拠した高性能な住宅工法

である。また、ユーザーニーズに応える自由度の高さを確保しながら、構造材・羽柄材の標準化と

架構のルール化、金物工法の採用により、設計から構造計算、施工までの合理化を図ってゆく。 

その上で、全体工期短縮等による合理化のメリットを最大限に活かし、よりコストパフォーマン

スに優れた住宅の供給を進めていくシステムである。 

 

ＨＥＲＢＡＲ ＨＯＵＳＥ 長期優良システム 

第１章  システムの基本的な考え方

第２章  システムの概要 

システムの名称： 

認定番号 ハーバーハウス㈱合理化Ｌ１４０４－０２

長期優良住宅 認定基準である下記の各等級をクリアする 

1.構造躯体の劣化対策    品確法等級３ 

2.耐震性       〃 等級２ 

3.維持管理・更新の容易性     〃 等級３ 

4.省エネルギー性能（地域区分Ⅲ、Ⅳ）    〃 等級４ 
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第４章  維持管理について 

第３章  供給体制について 
自社内設計担当部門によるプレゼンテーション図の作成と積算、契約された物件の設計作業は引き続

き設計担当部門が行い、顧客の承認を得た後、IC（インテリアコーディネーター）部門及び構造・申請

部門に引き継がれ、協力専門業者による施工と工事部門による工事管理、設計部門の建築士による工事

監理、指定による保証とアフターメンテナンスの実施と一貫した流れを構築している。 

 

受注～設計～施工～引渡し～アフターメンテナンスの各段階での管理体制 

 １）営業・設計段階 ⇒ 部門責任者の指示に基づき、設計担当者が顧客折衝から契約までの実務

を実施。設計業務は設計部門の建築士が行う。確認申請等に係る業務は

構造・申請担当者  が連携して行なう。 

 ２）調査段階 ⇒ 部門責任者の指示に基づき、調査担当者が敷地・地盤の各種調査を実施。 

 ３）仕様段階 ⇒ 設計部門よりの引継ぎ後は、部門責任者の指示に基づき、ＩＣ担当者が担当。 

 ４）構造・申請段階 ⇒ 設計部門よりの引継ぎ後は、部門責任者の指示に基づき、構造・申請担

当者が構造設計業務および確認申請等の申請業務を担当。業務は建築士

が行う。 

 ５）施工段階 ⇒ 工事着工から引渡しまでの間は、工事関連担当部門が施工を実施。個々には、

工事管理者が工事管理を行う。必要の都度、設計部門の建築士が工事監理を行

なう。 

 ６）アフターメンテナンス段階 ⇒ 引渡し後は、専任のＡＭ担当者による定期点検の実施と、メ

ンテナンス工事の実施を行ってゆく。 

 ７）供給後の需要者に対する窓口及びその連絡体制 

   引渡し後の担当窓口：工事部門にＡＭ担当者を設け、専任担当者が顧客よりの連絡を受付、具

体的処理を行う。 

（１）保証等の種類 

1）保証体制：自社保証 

2) 保険機関：指定住宅瑕疵担保責任保険法人 

（２）標準とする引渡し後の点検(無償点検) 

1) 6ヶ月 ⇒ ①顧客よりの要望聴取。②全般に目視点検。 

2) 1年   ⇒ ①顧客よりの要望聴取。②全般に目視点検。 

3) 2年   ⇒ ①顧客よりの要望聴取。②全般に目視点検。 

4) 長期修繕計画⇒5年目以降の修繕計画書を作成し需要者へ35年間の保全計画アドバイスを行う。

（３）部材・部品郡別に保守点検計画⇒建物を5つの部位(基礎・躯体・外装・内装・設備)に分けて、各

部位属する部材・部品を、その耐用年数によって点検・補修・交換の計画を作成し、建築主に説明

をする。 
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